
新型コロナウイルスに関するQ&A（一般の方向け）：厚生労働省HP[R02.12.16]

冬場の換気について、一般家庭では
どのような工夫をしたらよいでしょうか。

季節を問わず、新型コロナウイルス対策には、こまめな換気が重要です。しかし、冬本番を迎
え、寒さと換気に折り合いがつかないことが多いと思います。

室温が下がりすぎないよう、上手に換気に取り組む必要があります。

一般家庭でも、建物に組み込まれている常時換気設備※や台所・洗面所の換気扇により、室温
を大きく変動させることなく換気を行うことができます。常時換気設備や換気扇を常時運転し、
最小限の換気量を確保しましょう。
※2003年7月以降に着工された住宅には「常時換気設備（24時間換気システム）」が設置されて
います。常時換気設備が設置されている場合には常に稼働させましょう。また、定期的にフィル
タの掃除を行い、強弱スイッチがある場合は強運転にして換気量を増やすようにしましょう。

「常時換気設備」が設置されていない建物でも、台所や洗面所などの換気扇を常時運転するこ
とで最小限の換気量は確保できます。

窓開けによる換気を行う場合は、18℃を目安に室温が下がらないように、暖房器具を使用しな
がら、窓を少しだけ開けて換気してください。

＜窓開けのコツ＞
・窓開けを行うと、一時的に室内温度が低くなってしまいます。暖房器具を使用しながら、換気
を行ってください。
・暖房器具の近くの窓を開けると、入ってくる冷気が暖められるので、室温の低下を防ぐことが
できます。なお、暖房器具の種類や設置位置の決定に当たっては、カーテン等の燃えやすい物か
ら距離をあけるなど、火災の予防に留意してください。
・短時間に窓を全開にするよりも、一方向の窓を少しだけ開けて常時換気を確保する方が、室温
変化を抑えられます。この場合でも、暖房によって室内・室外の温度差が維持できれば、十分な
換気量を得られます。
・人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を人のいる部屋
に取り入れることも、室温を維持するために有効です。
・室温を18℃以上に維持しようとすると、窓を十分に開けられない場合には、換気不足を補うた
めに、HEPAフィルタ(※)によるろ過式の空気清浄機を併用することが有効です。

(※) HEPAフィルタは、「高性能エアフィルター」とも呼ばれることもあり、国内メーカーの
多くの空気清浄機で使用されています。空気中に含まれる微粒子を取り除くことができます。

参考イラスト：人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空気を
人のいる部屋に取り入れる換気方法（２段階換気）の例


